
JP 2014-511542 A5 2015.1.29

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成27年1月29日(2015.1.29)

【公表番号】特表2014-511542(P2014-511542A)
【公表日】平成26年5月15日(2014.5.15)
【年通号数】公開・登録公報2014-025
【出願番号】特願2013-550475(P2013-550475)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/26     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/04     (2006.01)
   Ｆ２１Ｖ  13/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ３３０　
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ   5/30    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   5/26    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   5/04    　　　Ｄ
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ３４０　
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ３１０　
   Ｆ２１Ｖ  13/00    １００　
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月5日(2014.12.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　偏波変換器であって、
　光入力面及び光軸を有する第１の集光光学系、
　前記光軸に平行な第１の伝搬方向に沿って前記光入力面の中に非偏光光束を入射するこ
とができる非偏光光源、
　複屈折プリズムを含む光学素子であって、前記光学素子が前記第１の集光光学系に面し
、かつ前記光入力面に相対して配設され、
　前記光学素子が前記非偏光光束を、直交した偏光状態を有する第１の偏光光束及び第２
の偏光光束に分割することができ、前記第１及び第２の偏光光束の少なくとも１つが前記
第１の伝搬方向から発散する、光学素子、並びに
　前記光学素子及び前記第１の集光光学系から前記光入力面に向かって前記第１及び第２
の偏光光束を逆に反射するように配設された反射器であって、
　前記第１の偏光光束が前記非偏光光源からずれて配置された第１の位置で前記光入力面
を通り抜けかつ前記第２の偏光光束が前記第１の位置及び前記非偏光光源からずれて配置
された第２の位置で前記光入力面を通り抜ける、反射器を含む、偏波変換器。
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【請求項２】
　請求項１に記載の偏波変換器を含み、前記非偏光光源が、第１の色光を放射することが
できる第１の色光源及び第２の色光を放射することができる第２の色光源を含み、それぞ
れが前記光軸からずれて配置され、並びに前記反射器がダイクロイックプレートを含む、
偏波変換色合成器。
【請求項３】
　前記ダイクロイックプレートが、
　前記第１の色光を反射し、かつその他の色光を透過することができる第１のダイクロイ
ック反射器、及び
　前記第２の色光を反射することができる第２の反射器を含み、
　前記第１及び第２の色光の両方が反射されて、前記光軸に沿って前記光入力面から、結
合された色光束として出射するように、前記第１のダイクロイック反射器及び前記第２の
反射器がそれぞれに傾斜している、請求項２に記載の偏波変換色合成器。
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